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　暑さの厳しい季節となりましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか！
　さて、わ・は・わ広瀬の生活介護では 4 月から新しく 15 名の利用者
さんを迎えて総勢 40 名となり、あわただしくも、楽しい毎日を過ごし
ています。午前中は主にチラシ折りやタオル畳みの作業に取り組み、午
後からはエアトランポリンで軽運動をしたり、創作活動で季節の掲示物
を作るなど、楽しみながら協力して行うことで新しく入った利用者さん
も少しずつ新しい生活に慣れていただいており、職員や利用者さん同士

のかかわりも多くなってきました！
　また、先日のレクリエーションではみんなでお好み焼
きとホットケーキ作りを行う「こなもんパーティー」を
開催し、皆さんの終始真剣な表情でホットプレートにた
ねを流し込む姿は、また新しい発見となりました。今月
はみんなでバーベキューを行う予定です！みんなで楽し
く暑い夏を乗り切ります！！

～わ・は・わ広瀬～
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みんなの輪　ホッとニュースみんなの輪　ホッとニュース

　福祉に携わる職員は、 社会を支えるエッセンシャルワーカーとして
の使命感や誇りを持ち、 日々の業務に取り組んでいます。 一方で、
これまでの福祉現場は、 そうした思いや熱意に頼ってきた側面も否
めませんでした。 そうした背景も踏まえ、 昨今、 福祉職員の処遇
改善を目的とした制度が創設されています。
　処遇改善の目的には 「賃金改善」 と 「職場環境の見直し」 の２
つがあります。 まず 1 つ目の 「賃金改善」 については、 生活が安
定することで職員の心にも余裕が生まれ、 より質の高い支援の提
供にも繋がると思います。 また、 職務や職責に見合った対価を得ら
れることは、 モチベーションやスキルアップへの意識向上を促し、
人材の確保や離職の防止にも繋がります （それでも、 他産業との
賃金上昇率の差は更に広がっており、 更なる改善が求められてい
ます。） 2 つ目の 「職場環境の見直し」 は、 福祉の現場で働く職
員の日々の業務を見直し、 賃金だけではなく働きやすい環境づくり
を進めていこうという取組みです。 みんなの輪では、 今年度、 テー
マ別に管理職が数人のチームに分かれ、 業務改善活動を始めてい
ます。 あるチームでは全職員に要望アンケートを実施したり、 また
別のチームでは業務効率向上をテーマにセミナーを企画したりと、
様々な取組みが進んでいます。 活動そのものが新たな負担になら
なよう配慮しながら、 「楽しんで取り組む」 ことを大切にしています。
　活動の経過や結果については、 また今後、 お伝えしていければと
思います。 どうぞご期待ください！

常務理事　櫻田　真悦

　わ・は・わ大衡の小川かつみです。

わ・は・わ大衡を利用して今年の 7 月で 5 年

目になります！

　作業内容は、大衡村にある企業から頂いて

いる下請け作業のおせんべい割り・ネジ加工

を中心に行っています。私が作業の中で気を

付けていることは、おせんべい割りもネジ加

工も見本通りに取り組むという事です！

　また、週に 3 日は生活介護の利用者さんと

作業をする事があります。その時はサポート

をしながら一緒に頑張っています！

　これからもわ・は・わ大衡で作業をしながら、

頑張っていきたいと思います！

利用者さんの声
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＼わ・は・わ大衡の小川かつみさん
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　養豚という仕事に、一日たりとも休みはありません。雨の日も風の日も、雪の日も、炎天下の日も、
台風が来る日も――。「ひなた農場」では、職員と障害のある利用者さんたちが、毎日毎日、豚た
ちの命と向き合い続けています。
　そんな日々の努力が実を結び、7 月に開催された「仙台中央食肉卸売市場開設 50 周年記念枝肉
共進会」において、当法人が運営するひなた農場の豚が、見事“優秀賞”を受賞いたしました。
約 300 頭が出品された中、選ばれたのはわずか 8 頭。そのうちの 1 頭として、私たちの豚が評価
されたことは、大きな誇りであり、関係者一同、本当に嬉しく感じております。この受賞は、昨
年に続く快挙であり、今回は市場開設 50 周年という節目の年での開催ということもあり、いっそう意義深いものとなりました。
　日々、丁寧に豚と向き合い、環境づくりに力を注いできた職員と利用者の皆さん。今回の成果は、そうした皆さんの地道な努力
の積み重ねが形になったものであり、その姿勢に心からの敬意と感謝を感じています。
　今回の受賞により『ひなた農場の豚肉は本当に美味しい！』と、あらためて自信を持つことが出来ました。今後も「命と向き合う」
姿勢を忘れず、一歩一歩、着実に歩みを進めてまいります。日頃より温かく見守り、ご支援くださっている皆さまにも、心より感
謝申し上げます。 理事長　仲野谷　仁

【快挙！ひなた農場の豚が「優秀賞」を受賞しました !!】


